





































全』 （以下、 「本史料」と略す。 ）を全文紹介するものである。
　
本史料の内容 序文、反例、 「大檀那仏法帰依縁」 、 「長勝大檀那仏法帰依縁」 、弘前城下の曹洞宗の四十四か寺の開創以来の縁起や歴代住職
などの記録、 「太平山記」 、 「兼平山居伝」のほか、六つの庵の由来があり、最後に革秀寺十一世の顕古元牛の奥書からなる。　









全』 （以下、 「本史料」と略す。 ）を収集し
た。　
本史料の内容は、耕春院十三世の不説黙道の序文、反例、本史料に
収録され 寺院名や門派のリストである「大檀那仏法帰依縁」 、長勝寺十六世の舩叟徒泊（一七一九年没）が記した同寺開基に関する記録「長勝大檀那仏法帰依縁」 、ついで弘前城下の曹洞宗寺院の開創以来の縁起や歴代住職などの記録、そして長勝寺の寺史である「太平山記」 、「兼平山居伝」のほか、六つの庵の由来があり、最後に革秀寺十一世の顕古元牛の奥書がある。ま 、これまでの伝来過程 返り点などの加筆が施されている。　
本史料には、弘前城下の長勝寺、耕春院（現在の宗徳寺） 、革秀寺












の原本は、長勝寺十六世の舩叟徒泊が発願し、弘前城下の曹洞宗の四十四か寺の開創縁起と歴代住職などを穿鑿 耕春院十三世の不説黙道が編述し、革秀寺十一世の顕古元牛が書写したものという。そ後、この原本は紛失したため、 『河村本』は寺社方録所で所持していたものを書写し作成されたという。　『河村本』は、現在、駒澤大学図書館で複製本を所蔵しており、内容を確認できる。そこで、本史料と『河村本』の相違点から、本史料がどのような性格の史料か指摘 ておき い。　本史料と『河村本』の相違点について、次の四点が指摘できる。
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委細同二月也 留意、 」「（付箋）蓬川村正法庵之事也、 」　　
荒川山宗禅寺
長勝寺末寺
荒川村宗禅寺
ハ者、慶長年中建
レ之
ヲ、依
ヨリ
二檀家
ノ之鮮
スクナキニ
一、中絶
ゼツ
シテ
而難
カタシ
レ興ヲコリ
、
属コノゴロ
日関堯
ト云
者
ノ、以
テ二衣資
シ
ノ之余
一リヲ
、荒廃
ハイ
忽
チ挙アグ
、於
レ是コヽニ
又
タ以
テ二長勝善巌
―　　―21
和尚
ヲ一、為
二ナス
勧請開山
ト一、其
ノ功不
レ少
ナカラ
矣、開山善巌積和尚、二代全
応義 、当地人也、三代関堯鉄、生縁同前、四代龍円、羽州人也、五代達禅、当地人也、　　
東方山東福寺
常源寺末寺
小
湊ミナト
村東福寺
ハ者、常源三世陽山和尚、文禄年中
ニ建タツ
レ之
ヲ、開基
キ
ノ之縁、
都
テ不
レ詳
ナラ
也、開山陽山碩和尚、二代喜雲悦和尚、南部人也、三代融
山宿和尚、仙台人也、四代天山堯 生縁同前　　
深浦山宝泉寺
常源寺末寺
深浦村宝泉寺
ハ者、有
リ二古跡
ノ之名
一、曾
テ遭アフテ
二火
災サイ
ニ一成
二ンヌ
烏
ヲ有ユウ
ト一矣、何
レノ
時
カ又
タ崛クツ
起キ
シ、
漸ヤウヤク
復フク
二セリ
其
ノ本
ニ一也、初開
ノ之年再興
ノ之時、不
レ委クワシカラ
二
于
尋
一ルニ
矣、開山体岩道和尚、二代司悦二和尚、三代香室芳和尚、共生縁
不詳、四代明翁、当地人也、五代得岩道、羽州人也、六代独外白、生縁同前、　　
黒梵山保福寺
隣松寺末寺
黒石
ノ邑サト
保福寺
ハ者、慶安元年初開
ノ之寺
ナリ
也、蓋
シ黒石
ハ者、雖
トモ
自
レ古
繁栄
ノ之地
ニシテ
而諸宗皆有
リト一 レ
寺、独
リ欠
ク二曹洞
ノ一宗
ヲ一、故
ニ有
ルレ心
ロ二于禅法
ニ一
者、議
シテ
以
テ建
テレ之
ヲ、為
二レリ
隣松寺
ノ之末山
ト一也、開山月寒鶴和尚、
勧請開山
、二
代日巌朔和尚、当地人也、三代気翁英和尚、生縁同
レ前、新
ニ立
二仏殿
ヲ一、
四代骨寒徹和尚、生縁同
レ前、新
ニ立
ツ二庫裡
ヲ一、 五代通峰貫、生所同前、
六代徳岸三和尚、生縁同
レ前、
　　
太平山記
城
ノ之
坤ヒツジサルニ
有
レ丘矣、丘
ノ之中
ニ有
リレ寺矣、其
ノ数三十三院
ナリ
也、独
リ長
勝禅寺
ハ者、一丘
ノ肇チヤウ
基キニシテ
也、而耕春次
レケリ
之
レニ
、其
ノ余
ノ寺院、両寺山
門
ノ之前、分
二左右
ヲ一序ツイテ
二前後
ヲ一、櫛
クシノ如ニ
比
ヒ碁キノ如ニ
布
ク、門門相
イ対
シ、擔擔闘
角
ス、想
フニ
表
二スル
兜
ト率ソツ
内外
ノ之院
ヲ一者
ノ乎カ
、其
ノ為タル
レ境也、非
レシテ
山
ニ而如
クレ山
ノ、
匪
レシテ
市
ニ亦
タ近
シレ市
ニ、古杉挟
サシハサンテ
レ
路
ヲ列
ナリ
、老松囲
レンテ
寺
ヲ秀
ツ、音磬
キン
木魚、
雑然
トシテ
遥
ニ聞
ル者
ノハ
、朝課
クワ
夜誦、毎
ネニ
不
レ懈
ヲ也、香煙灯光隠然
トシテ
仄ホノカニ
　
見ミユ
ル者
ノハ
、祖参仏
詣ケイ
暫
クモ
不
レナリ
絶
ヘ也、故
ニ雖
二トモ
寺
ヲ旧フリタリト
一、而払拭
シテ
塵
リ不
レ
留トヽメ
レ跡
ヲ、雖
二トモ
樹
蔭カケロフト
一、而踏尽
シテ
草
サ不
レ潰トケ
レ茂シケリヲ
、如
ノレ是
ノ霊境、雖
二トモ
扶桑
闊
一シト
、掘
レシテ
指
ヲ可
レキカ
数
ツ乎、我
レ所
二以其
ノ為
二タル
霊境
一者
ノ、粗
ホヾ
知
レレリ
之
ヲ也、
寛文七年、新
ニ造
ル二先住僧
ノ無縫
ボウ
塔
ヲ一也、其
ノ夜有
レ鳥、集
二イテ
古杉
ノ之枝
ニ一、
唱
フ二仏法僧
ト一、其
ノ音徹妙
ニシテ
、人皆
ナ傾
レ聞
ヲ、又
タ同十二年、今
ノ　
太守
欲
レシテ
改
二作
ラント
曽祖母之廟
ヲ一、而及
レンコト
毀コホツニ
二其
ノ旧廟
ヲ一、霊芝数茎、挺然
トシテ
出
ツ焉、如
レ斯異禽霊草出生
ノ地、豈
ニ謂
二ンヤ
之
ヲ凡境
ト一哉、
爰コヽニ
居イ
爰コヽニ
処イテ
、
爰コヽニ
愛
二スル
此
ノ境
ヲ者
ノ徒タヽニ
見
テ其
ノ境之勝
一タルヲ
、而不
レンバ
察サツセ
二其
ノ徳
ノ之勝
スリレンコトヲ
一
、
則百年之後千歳之下、誰
レカ
称
二センヤ
之地霊
ニ人傑
一ナリト
耶、居
ル者思
レ之、
　　
兼平山居伝
禅師名
ハ本察、不
レ知
二何
ノ許トコロノ
人
一トヽ
也、少
シ時於
二イテ
関東
ニ一、専
ラ窮
ム二道学
ヲ一、
雖
二トモ
当時争
フレ名者
ノ切クイシハルト
一 レ
歯
ヲ、而不
レ可
レ当
二其
ノ鋒
一キニ
也、或
ル夜感
シ二護法
神
ノ之託
タク
ヲ一、頓
ニ謝
シ二名利
ノ之念
ヲ一欲
レシメ
終
二ント
生
ヲ於一廋
ソウ
笻ゲウ
一、而直
タヽチニ
到
リ二摂州
ニ一、
―　　―22
埋ウツモレテ
二
乎民
ニ一居
ル焉、
　
太守信牧公、偶
〳〵
在
リ二大坂
ニ一、微行
シテ
見マミユ
之、形容
不
レ凡
ナラ
、言語有
リレ味
イ、因
ツテ
而
誘コシライテ
云
ク、我
カ之所
ロレ領
ズル
率土
ノ浜、雪
降フルコト
甚
シヽ
矣、然
レトモ
而弗
ズレ乏トモシカラ
二
薪炭
タンニ
一、処処
ニ有
リ二温泉
一、猶
ヲ有
リレ便タヨリ
レ禦
レクニ
寒
ヲ也、師何
ンソ
惜
二ムマ
一往
ヲ一哉、察許諾
シテ
云
ク、憒閙
ノ之地、
素モトヨリ
非
ズ二我
カ
 
願
一イニ
、君先
ツ往ユケ
矣、我
レ逐
二ヲワント云
其
ノ塵アト
ヲ一、命
ズルニ
勧
二レトモ
駕輿
ヲ一、而不
レ就ツカ
焉、
徒行
シテ
到
ル二弘前
ニ一、脱
二シテ
鞋アイヲ
市鄽
ニ一、信宿悠然
タリ
、于
レ時長勝空
スレ席
ヲ、
　
太守
ノ之意有
レ令
レムルニ
継
レツカ
之
ヲ、察不
レ肯カエンセ
也、
　
太守
モ亦
タ不
レ能
レ強
ルコト
、
因
ツテ
而為
メニ
企クワタツ
二庵
ヲ於黒石
ニ一、弥
コヘテ
レ月
ヲ不
レ成ナラ
也、察往
イテ
見
ル之、其
ノ規キ
模広
大
ナリ
、 不
レ及
二再顧
一スルニ
、 転
二シテ
路
ヲ於桜庭
ニ一、 相
二ミテ
山
ノ之翠
スイ
微ビ
有
ルレ水処
ヲ一、 就
レイテ
樹
キニ
居
ル焉、僅
ニ容イルヽ
レ膝
ヲ許ハカリ
也、而
シテ
後
ニ移
ル二金平
ニ一、前後左右皆
ナ山
ニシテ
也、
而如
シレ闈
レムカ
屏
ヲ也、卓
二シテ
庵
ヲ其
ノ中
ニ一、孑影相
イ吊
フ、若
シ有
下レバ
男女
ノ贈
ル二米及
ヒ
菜
ヲ一者
ノ上、則男
ハ也、樊
カキノ
内
ニシテ
而受
ウケ
之、女
ハ也、樊
カキノ
外ソト
ニシテ
而受
ク之、只
タヽ
得
テ二
 
一日
ノ之分
ヲ一、余
ハ皆
ナ還
ヘス
之、
将スルノ
ニレ終
ント
焉日、告
二土民
一云
ク、死後必
ス勿
レベシ
用
二ルコト
棺槨
ヲ一、
直チキ
ニ薪
二エシテ
我
カ庵
ヲ一火葬
ヨト
、言
イ已
テ閉
ツレ目
ヲ、民
ミ如
二クス
其
ノ教
ノ一矣、
収
二シテ
骨曁
ヲヨビ
灰ハイヲ
一、塔
ス二其
ノ上
ニ一也、傍
ニ有
リ二甘棠
トウ
一株
チウ
、察
カ之平日手
カラ
自
カラ
所
ロレ
栽
ル、無
クレ剪キル
コト
無
レシテ
拝
ヲルコト
、蔽
ヘイ
二芾ヒタリ
于今
ニ一、由
テレ此
レニ
観
レレバ
之察
ハ也、法中
ノ
召公
ナル
也者
ノ乎カ
、不
レンハ
然
ラ則
使シムルコト
二 レ
民
ヲシテ
思
ハ
　
一 レ
之
ヲ何
ンソ
然シカリ
如
レナランヤ
此
ノ耶、年
月日時都
テ失
ス二于口碑
ニ一、書
二シテ
其
ノ所
ヲ
　
一 レ
聞
ケル
、以
テ伝
フ二于後
ニ一、古
ノ之貧
ハ者、
身窮
シテ
而道不
レ窮
セ、今
ノ之貧
ハ者、身窮
スレバ
則道
モ亦
タ窮
ス、察
カ乎、処
二イテ
古之
ノ貧
ニ一、而道全
ク不
ルレ窮
セ者
ノナリ
也、其
ノ謂
モ二身窮
ト一亦
タ有
ツレ心
ロ、而
固マコトニ
　
 
窮
スル
者
ノカ
乎、与
ト
二路傍無告
コク
ノ戚戚
ノ之貧
一、豈
アニ
レ可
二ンヤ
同
レシテ
日而語
ル一哉、今日
如
キレ予ヨカ
、
偶タマ〳〵
拾ヒロイ
二浮雲
ノ之
冨トミヲ
於利門名
ヒ一、得喪
焦コガス
レ思
イヲ
者
ノ、若
シ僅
モ以
テ二
此
ノ人
ヲ一為ナサバ
二清凉散
ト一、則其
ノ病
イ立
トコロニ
有
レンヤ
差
イユルコト
乎、胡
ンリ
其
レ遅ヲソカツヽルヤ
也哉、
梅田村之庵
ハ者、 延宝四年、 満蔵寺先住建
レ之、 長老鏡水、 主
ル二庵之事
ヲ一也、
小泊村
ノ之草菴
ハ、従
二勝岳院
一建
ツレ之
ヲ、蓋
シ明暦年中
ナリ
也、
十腰内村、弥陀堂并
ニ草菴
ハ者、寛文十一年、勝岳院先住建
レ之
ヲ、蓋
シ
弥陀堂
ハ者、道心西入
ト云モノ
者造
レリ
也、
中野
ノ
目ミ
村
ノ之庵
ハ者、寛文六年、万外
ト云
者
ノ建
レ之、清安寺
ノ末庵
ナリ
也、
松源菴
ハ者、承応二年、赤石村
締スグ
レ之
ヲ、菴地者清安寺寺領
ノ之内
ナリ
、庵
モ
亦
タ清安寺末庵
ナリ
也、法雷山慈雲院
ト者、本
ハ在
リ
二浅瀬石村
ニ一、長勝寺末
院
ナリ
也、慶長年中、移
二弘前
一来
ル、天和元年、住僧出歩
ノ之後、寺
ラ及
二
頽破
ニ一、而唯其号旧地耳
ノミ
在
リ之、
吾
ガ宗曾
テ雖
レトモ
佩
二ヲヒモノニスト
離リ
文字
ノ之印
ヲ一、而欲
スレ伝
レント
事
ヲ者
ノ、必
ス借
二ツテ
文
字
ヲ一而以
テ為
ス二載事
ノ之器
一モノト
也、于
レ茲コヽニ
耕春住僧黙道、
承ウケテ
二長勝寺主
ノ之
言
ヲ一、而選
二ベリ
曹洞諸寺院縁起
ヲ一也、葛藤
モ猶
ヲ可ベク
レ見ミツン
、糟粕
モ亦
タ有
レ味
イ矣、
自
レ是以後、要
レスル
知
二ント
本末新旧宗派異同
ノ之事
ヲ一者
ノ、以
レ是
レヲ
為
二夜行
ノ
之灯
ト一、則
チ大ヲヽイニ
可
レキカ
無
ル二錯シヤ
誤ゴ
一乎、随喜
シテ
因
ツテ
題
ス二于後
ニ一、
元禄壬
（十五年）
午孟
（七月）
秋七日
革秀十一世顕古牛書
　
印（印文・顕古）
　
